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補助金上限額は、記載のないものや、条件によって異なることがありますのでHP等でご確認下さい。

補助金等支援制度のご案内 令和5年11月20日時点

小規模事業者
持続化補助金

販路開拓等の取組み費用を
補助。「賃金引上げ枠」等補
助上限の増額枠あり

50万円
（200万円）

小規模事業者持続化
補助金事務局14次：12/12

15次：3月上旬

石川県事業承継
円滑化補助金

事業継承にかかる仲介料、調
査、契約書作成、登記委託
費用等の専門家経費を補助

50万円 令和6年
1/31

公益財団法人石川県
産業創出支援機構

補
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分類 制　　　度 概　　　要 問　合　せ受付締切補助金上限額

WEBセミナー
小松商工会議所の
WEBセミナーのご紹介 小松商工会議所WEBセミナー

WEBセミナーは会員事業所限定のサービスです。会員の皆様なら24時間、いつでも、どこでも無料で視聴できます。

ＩＤ：会員番号（会報宛名シールに記載）　パスワード：２１３１２１ご視聴にはＩＤとパスワードが必要です。
会員番号の問合せ　小松商工会議所　☎21-3121　Email：keieishien@komatsu-cci.com
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基礎からわかる「インボイス制度の概要と電子帳簿
保存法のポイント」令和5年度制度改正 対応版

公認会計士　コンサルタント 川口　宏之
令和5年度の税制改正によって見直しが行われた適
格請求書等保存方式の概要と、電子帳簿保存法の
ポイントを解説します。制度開始が目前となり、特
に免税事業者にとっては事業に大きく影響を与える
制度として慎重かつ迅速な対応が迫られています。
すべての事業者にとって必要な知識をわかりやすく
お伝えします。

インボイス制度まるわかり講習
税理士・行政書士・税理士法人
フューチャーコンサルティング 代表社員 小澄　健士郎

2023年10月から施行予定のインボイス制度。「言
葉は知っているけど、どのような制度なの？」「何
をどう準備すればいいの？」という方が多いので
はないでしょうか？制度開始後、消費税免税事業
者であることで取引ができなくなってしまうと大変
です。準備がお済みでない方はご聴講ください。

税務・財務・経理税務・財務・経理

月間視聴
ランキング
月間視聴
ランキング

事業再構築補助金
新分野展開や事業転換等の
思い切った事業再構築に取
り組む中小企業者等に費用
の一部を補助

1億円 12次：未定

事業再構築補助金
事務局

ものづくり補助金
革新的なサービス・試作品
の開発や生産プロセス改善
のための設備投資費用の一
部を補助

5,000万円
ものづくり補助金

17次：未定

IT導入補助金
（デジタル化基盤
導入類型）

会計・受発注・決済・ＥＣソフ
ト＋ＰＣ・レジ機器等の導入
費用を補助

350万円

IT導入補助金2023
後期事務局

14次：12/11
15次：12/25

石川県物価高騰
対策支援金（医療・
福祉施設等）

石川県物価高騰対策
支援事業事務局医療機関／介護施設／障害者

施設／児童福祉施設／公衆浴
場に病床数、施設数、定員数
に応じた支援金を支給

12/271定員
1.5万円

石川県電気・ガス価格高騰
緊急対策支援金コールセンター石川県電気・ガス

価格高騰緊急対策
支援金

高圧・特別高圧電力及び工業
用LPガスを利用している県内
中小企業等が、対象期間内
において電力・ガスを使用す
る際の使用料金の一部を支援

12/22100万円

ISICO（公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

経営相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

相談場所●小松商工会議所  ☎0761-21-3121
ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・各種補助金や支援策に関する経
営相談窓口を設置しています。

【マーケティング・販売促進】
・新商品の販売に取り組みたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労務管理】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。

資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和5年11月1日現在）

（4）■マルケイ資金（内コロナ）
　無担保・無保証人
　 2,000万円（1,000万円）
　・利率 1.20％
　・期間 設備10年・運転7年

（1,680）
5　件

2,030万円
0　件

0万円

0　件

0万円

■創業者支援融資
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.6％以内
　・期間 7年

0　件

0万円
■物価高騰対策等総合支援特別融資
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.00％以内
　・期間 10年

1　件

1,840万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.3％以内
　・期間 7年以内

■新型コロナウイルス感染症借換融資
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.0％以内
　・期間 15年以内

7　件

9,839万円

0　件

0万円

金融情報

予約制

記帳・税務
相談

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日　時 ： 12月6日（水）
            10：00～16：00
専門家 : 北陸税理士会 小松支部 派遣税理士

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時 ： 12月11日、14日、21日
　　　（毎週木曜日）
　　　13：00～15：50

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

1件     500万円

2件     660万円

9件 2,871万円

小松法律相談センター事業に
関する

予約制

ISICO では、ビジネスに関する様々な課題に対して、的確に対応でき
る専門家を派遣し、中小企業の経営革新や経営改善をバックアップし
ています。

「デジタル分野」では、事務部門の効率化やITを利活用した経営の改善、
ペーパーレス化、システム導入に向けた課題など、デジタル化に取り
組む県内企業の課題解決に向けて、外部専門家を無料で派遣します。

デジタル化に取り組む県内中小企業の課題解決に向けて、外部専門家を無料で派遣します！

デジタル化に関して課題を抱えている県内中小企業の
皆さま、ぜひこの制度をご活用ください!! 
※専門家派遣ではシステム開発等の実務は行いません。

お問い合わせ

公益財団法人
石川県産業創出支援機構
企業振興部 設備導入支援課
TEL：076-267-1174
E-mail：dgad@isico.or.jp

令和5年度（10月
末まで）認定実績

零　細　分

創業者分

女性若者シニア分

石川県アドバイザー派遣制度
（デジタル分野）

石川県アドバイザー派遣制度
（デジタル分野）

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率 1.8％以内
　・期間 5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

2

中小企業相談所コーナー／ISICOコーナー

3 小松商工会議所［2023.12］

支援金・補助金情報
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（デジタル分野）

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率 1.8％以内
　・期間 5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

2

中小企業相談所コーナー／ISICOコーナー

3 小松商工会議所［2023.12］

支援金・補助金情報



1.29倍

1.58倍

金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.6％

1.8％

182万人

（前月2.7％）

（4～6月期）

（前月186万人） 1.05倍

（前月1.29倍）

（前月1.57倍）［原数値]

（前月1.03倍）[原数値]

1.7倍 1.87倍 1.37倍 1.53倍 1.27倍

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、物価高とコスト
増の継続で悪化
先行きは、さらなるコスト増
や人手不足等で厳しさ続く

●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

　
▲
10
．5（
前
月
比
▲
1
．5
ポ
イ
ン
ト
）

　小
売
業
は
、
物
価
高
で
買
い
控
え
が
続

く
中
、
人
手
不
足
に
伴
う
人
件
費
の
増
加

等
で
悪
化
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
物
価

高
に
よ
る
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
停

滞
で
横
ば
い
圏
内
で
留
ま
り
、
卸
売
業
は
、

小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
の
引
き
合
い
減

少
で
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
た
。
製
造
業
は
、

自
動
車
関
連
が
好
調
な一方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
増
が
全
体
を
押

し
下
げ
、
建
設
業
は
、
公
共
工
事
の
受
注

増
で
改
善
を
示
す
も
力
強
さ
を
欠
い
て
い

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
最
低
賃

金
の
上
昇
等
で
コ
ス
ト
増
が
継
続
す
る
中
、

こ
れ
に
見
合
っ
た
十
分
な
価
格
転
嫁
が
行
え

て
い
な
い
。
ま
た
、
深
刻
な
人
手
不
足
に
加

え
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等
の
諸
課
題
へ
の
対

応
も
重
な
り
、
中
小
企
業
の
業
況
は
悪
化

に
転
じ
た
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

　
▲
14
．6（
今
月
比
▲
4
．1
ポ
イ
ン
ト
）

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
需
要
拡
大

へ
の
期
待
感
が
伺
え
る一方
、
長
引
く
物
価

高
に
よ
る
一
層
の
買
い
控
え
が
懸
念
さ
れ

る
。
ま
た
、
最
低
賃
金
を
含
む
人
件
費
の

増
加
や
円
安
の
伸
長
等
で
収
益
圧
迫
が
続

く
中
、
中
東
情
勢
の
緊
迫
で
さ
ら
な
る
コ

ス
ト
増
が
危
惧
さ
れ
る
。
十
分
な
価
格
転

嫁
も
行
え
て
い
な
い
中
、
働
き
方
改
革
を

含
む
深
刻
な
人
手
不
足
へ
の
対
応
な
ど
企

業
経
営
の
足
か
せ
は
多
く
、
中
小
企
業
の

先
行
き
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　北
陸
信
越
は
、
悪
化
。
製
造
業
で
は
、

原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
加

え
、
海
外
経
済
の
減
速
に
よ
る
引
き
合
い

減
少
に
よ
り
、
機
械
器
具
関
係
を
中
心
に

売
上
・
採
算
が
悪
化
し
た
。
な
お
、
石
川

県
で
は
今
月
か
ら
「
い
し
か
わ
百
万
石
文

化
祭
2
0
2
3
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

印
刷
業
に
お
け
る
需
要
増
加
な
ど
、一部
で

明
る
い
声
も
聞
か
れ
た
。
卸
売
業
で
は
、

小
売
業
か
ら
の
引
き
合
い
減
少
に
よ
り
、

飲
食
料
品
や
衣
料
品
関
係
を
中
心
に
売

上
・
採
算
が
悪
化
し
た
。

全産業合計
の業況DI値

月の

▲10.5

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲23.7 ▲20.2 ▲14.6 ▲21.1
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厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

雇
用
情
報

9
月

景況天気予報 LOBO調査

販
売
士
資
格
更
新
の
ご
案
内

　「
販
売
士
」資
格
は
、
資
格
取
得
時
の
販
売
士
と
し
て
の
能
力
の

持
続
・
向
上
を
は
か
る
た
め
、
有
効
期
間
が
５
年
間
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
５
年
ご
と
に
資
格
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
更
新
手

続
き
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
そ
の
資
格
が
失
効
し
て
し
ま
い
ま
す
。

■
販
売
士
資
格
の
更
新
等
に
つ
い
て

　今
年
度（
2
0
2
3
年
度
）資
格
更
新
対
象
者
の
方
は
、
日
本
商
工
会
議
所
か
ら

郵
送
す
る
更
新
手
続
き
の
案
内
文
書
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
今
年
度
更
新
対
象
の
方
で
10
月
末
ま
で
に
案
内
文
書
が
届
い
て
い
な
い

場
合
は
、
販
売
士
資
格
更
新
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　資
格
更
新
手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、「
資
格
更
新
通
信
教
育
講
座
」の
ご
受
講
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
登
録
内
容（
氏
名
・
住
所
・
登
録
会
議
所
）変
更
に
つ
い
て

　氏
名
、
住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、『
販
売
士
専
用
サ
イ
ト
』か

ら
変
更
事
項
を
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
販
売
士
専
用
サ
イ
ト
を
利
用
で
き

な
い
場
合
は
、
日
本
商
工
会
議
所 

検
定
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

※
届
け
出
の
な
い
場
合
は
、
資
格
更
新
等
の
案
内
が
お
届
け
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

■
資
格
更
新
通
信
教
育
講
座
関
係

　
販
売
士
資
格
更
新
セ
ン
タ
ー（一般
社
団
法
人 

公
開
経
営
指
導
協
会
内
）

　
☎
03・3
5
2
4・9
3
0
1（
受
付
時
間 

平
日
10
時
〜
17
時
）

■
氏
名・住
所
変
更
等

　
検
定
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
03・5
4
6
0・8
8
4
3（
受
付
時
間 

平
日
9
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
）

販売士専用サイト https://hanbaishi.cloud-cafe.biz/

小松市文化賞、小松市産業功労賞　受賞おめでとうございます

小
松
市
文
化
賞 

受
賞

小
松
市
産
業
功
労
賞 

受
賞

小
前
田
彰
氏
（
副
会
頭
）

塚
本
幹
雄
氏
（
常
議
員
）

氏
は
物
流
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
と
し
て
地
域
の
産
業
を
支
え
る
か
た
わ
ら
、
様
々
な

業
界
・
経
済
団
体
な
ど
で
要
職
を
務
め
ら
れ
、
小
松
市
の
発
展
に
広
く
尽
力
さ
れ
た
。

小
松
商
工
会
議
所
に
お
い
て
は
評
議
員
、
議
員
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
副
会
頭
を
務
め

ら
れ
て
い
る
。

氏
は
日
本
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
工
業
会
理
事
長
な
ど
業
界
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
産

業
は
も
と
よ
り
業
界
の
総
合
的
な
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
小
松
商
工
会
議

所
に
お
い
て
は
議
員
、
副
会
頭
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
常
議
員
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

𠮷
田
守
伸
氏
（
常
議
員
）

氏
は
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
理
事
長
な
ど
の
業
界
団
体
の
要
職
を
務
め
、
業
界

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。
小
松
商
工
会
議
所
に
お
い
て
は
評
議
員
、
議
員
を
歴
任
さ
れ
、

現
在
常
議
員
、
工
業
部
会
部
会
長
、
中
小
企
業
対
策
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
な
ど

会
議
所
活
動
に
積
極
的
に
関
与
さ
れ
た
。

健康ドック・健診のご案内

会員事業所の
共済加入者には
最高9,500円
の割引!

　健康ドックは生活習慣病の早期発見に役立つだけでなく日常生活における健
康づくりにおいても大きな成果をあげております。
　従業員の健康は、健全企業のバロメーターです。年に1回は必ず健康診断を
受けましょう。

　「小松商工会議所健康ドック」は会員サービスや共済加入者への還元事業とし
て実施しています。

受付期間 2023年12月28日（木）まで
※お早めのご予約をおすすめします！
2024年2月29日（木）まで
やわたメディカルセンター健診センター、
小松ソフィア病院健診センター

受診期間
受診機関

会員割引
共済加入者
割引あり

生活習慣病を しましょう予防

■ 詳しくは小松商工会議所総務・事業課　☎21-3121■ お問合せ先 小松商工会議所  健康ドック

小
松
市
産
業
功
労
賞
と
は
、
小
松
市
の
産
業
や
業
界
の
発
展
、
地
方
の
開
発
に
尽
力
し
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
に
贈
ら
れ
る
。

小
松
市
文
化
賞
と
は
、
小
松
市
の
科
学
、
芸
術
、
産
業
、
経
済
等
、
広
く
文
化
の
発
展

に
寄
与
し
、
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た
方
に
授
与
さ
れ
る
。
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1.29倍

1.58倍

金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.6％

1.8％

182万人

（前月2.7％）

（4～6月期）

（前月186万人） 1.05倍

（前月1.29倍）

（前月1.57倍）［原数値]

（前月1.03倍）[原数値]

1.7倍 1.87倍 1.37倍 1.53倍 1.27倍

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、物価高とコスト
増の継続で悪化
先行きは、さらなるコスト増
や人手不足等で厳しさ続く

●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

　
▲
10
．5（
前
月
比
▲
1
．5
ポ
イ
ン
ト
）

　小
売
業
は
、
物
価
高
で
買
い
控
え
が
続

く
中
、
人
手
不
足
に
伴
う
人
件
費
の
増
加

等
で
悪
化
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
物
価

高
に
よ
る
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
停

滞
で
横
ば
い
圏
内
で
留
ま
り
、
卸
売
業
は
、

小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
の
引
き
合
い
減

少
で
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
た
。
製
造
業
は
、

自
動
車
関
連
が
好
調
な一方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
増
が
全
体
を
押

し
下
げ
、
建
設
業
は
、
公
共
工
事
の
受
注

増
で
改
善
を
示
す
も
力
強
さ
を
欠
い
て
い

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
最
低
賃

金
の
上
昇
等
で
コ
ス
ト
増
が
継
続
す
る
中
、

こ
れ
に
見
合
っ
た
十
分
な
価
格
転
嫁
が
行
え

て
い
な
い
。
ま
た
、
深
刻
な
人
手
不
足
に
加

え
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等
の
諸
課
題
へ
の
対

応
も
重
な
り
、
中
小
企
業
の
業
況
は
悪
化

に
転
じ
た
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

　
▲
14
．6（
今
月
比
▲
4
．1
ポ
イ
ン
ト
）

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
需
要
拡
大

へ
の
期
待
感
が
伺
え
る一方
、
長
引
く
物
価

高
に
よ
る
一
層
の
買
い
控
え
が
懸
念
さ
れ

る
。
ま
た
、
最
低
賃
金
を
含
む
人
件
費
の

増
加
や
円
安
の
伸
長
等
で
収
益
圧
迫
が
続

く
中
、
中
東
情
勢
の
緊
迫
で
さ
ら
な
る
コ

ス
ト
増
が
危
惧
さ
れ
る
。
十
分
な
価
格
転

嫁
も
行
え
て
い
な
い
中
、
働
き
方
改
革
を

含
む
深
刻
な
人
手
不
足
へ
の
対
応
な
ど
企

業
経
営
の
足
か
せ
は
多
く
、
中
小
企
業
の

先
行
き
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　北
陸
信
越
は
、
悪
化
。
製
造
業
で
は
、

原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
加

え
、
海
外
経
済
の
減
速
に
よ
る
引
き
合
い

減
少
に
よ
り
、
機
械
器
具
関
係
を
中
心
に

売
上
・
採
算
が
悪
化
し
た
。
な
お
、
石
川

県
で
は
今
月
か
ら
「
い
し
か
わ
百
万
石
文

化
祭
2
0
2
3
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

印
刷
業
に
お
け
る
需
要
増
加
な
ど
、一部
で

明
る
い
声
も
聞
か
れ
た
。
卸
売
業
で
は
、

小
売
業
か
ら
の
引
き
合
い
減
少
に
よ
り
、

飲
食
料
品
や
衣
料
品
関
係
を
中
心
に
売

上
・
採
算
が
悪
化
し
た
。

全産業合計
の業況DI値

月の

▲10.5

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲23.7 ▲20.2 ▲14.6 ▲21.1

10
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厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

雇
用
情
報

9
月

景況天気予報 LOBO調査

販
売
士
資
格
更
新
の
ご
案
内

　「
販
売
士
」資
格
は
、
資
格
取
得
時
の
販
売
士
と
し
て
の
能
力
の

持
続
・
向
上
を
は
か
る
た
め
、
有
効
期
間
が
５
年
間
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
５
年
ご
と
に
資
格
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
更
新
手

続
き
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
そ
の
資
格
が
失
効
し
て
し
ま
い
ま
す
。

■
販
売
士
資
格
の
更
新
等
に
つ
い
て

　今
年
度（
2
0
2
3
年
度
）資
格
更
新
対
象
者
の
方
は
、
日
本
商
工
会
議
所
か
ら

郵
送
す
る
更
新
手
続
き
の
案
内
文
書
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
今
年
度
更
新
対
象
の
方
で
10
月
末
ま
で
に
案
内
文
書
が
届
い
て
い
な
い

場
合
は
、
販
売
士
資
格
更
新
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　資
格
更
新
手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、「
資
格
更
新
通
信
教
育
講
座
」の
ご
受
講
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
登
録
内
容（
氏
名
・
住
所
・
登
録
会
議
所
）変
更
に
つ
い
て

　氏
名
、
住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、『
販
売
士
専
用
サ
イ
ト
』か

ら
変
更
事
項
を
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
販
売
士
専
用
サ
イ
ト
を
利
用
で
き

な
い
場
合
は
、
日
本
商
工
会
議
所 

検
定
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

※
届
け
出
の
な
い
場
合
は
、
資
格
更
新
等
の
案
内
が
お
届
け
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

■
資
格
更
新
通
信
教
育
講
座
関
係

　
販
売
士
資
格
更
新
セ
ン
タ
ー（一般
社
団
法
人 

公
開
経
営
指
導
協
会
内
）

　
☎
03・3
5
2
4・9
3
0
1（
受
付
時
間 

平
日
10
時
〜
17
時
）

■
氏
名・住
所
変
更
等

　
検
定
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
03・5
4
6
0・8
8
4
3（
受
付
時
間 

平
日
9
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
）

販売士専用サイト https://hanbaishi.cloud-cafe.biz/

小松市文化賞、小松市産業功労賞　受賞おめでとうございます

小
松
市
文
化
賞 

受
賞

小
松
市
産
業
功
労
賞 
受
賞

小
前
田
彰
氏
（
副
会
頭
）

塚
本
幹
雄
氏
（
常
議
員
）

氏
は
物
流
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
と
し
て
地
域
の
産
業
を
支
え
る
か
た
わ
ら
、
様
々
な

業
界
・
経
済
団
体
な
ど
で
要
職
を
務
め
ら
れ
、
小
松
市
の
発
展
に
広
く
尽
力
さ
れ
た
。

小
松
商
工
会
議
所
に
お
い
て
は
評
議
員
、
議
員
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
副
会
頭
を
務
め

ら
れ
て
い
る
。

氏
は
日
本
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
工
業
会
理
事
長
な
ど
業
界
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
産

業
は
も
と
よ
り
業
界
の
総
合
的
な
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
小
松
商
工
会
議

所
に
お
い
て
は
議
員
、
副
会
頭
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
常
議
員
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

𠮷
田
守
伸
氏
（
常
議
員
）

氏
は
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
理
事
長
な
ど
の
業
界
団
体
の
要
職
を
務
め
、
業
界

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。
小
松
商
工
会
議
所
に
お
い
て
は
評
議
員
、
議
員
を
歴
任
さ
れ
、

現
在
常
議
員
、
工
業
部
会
部
会
長
、
中
小
企
業
対
策
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
な
ど

会
議
所
活
動
に
積
極
的
に
関
与
さ
れ
た
。

健康ドック・健診のご案内

会員事業所の
共済加入者には
最高9,500円
の割引!

　健康ドックは生活習慣病の早期発見に役立つだけでなく日常生活における健
康づくりにおいても大きな成果をあげております。
　従業員の健康は、健全企業のバロメーターです。年に1回は必ず健康診断を
受けましょう。

　「小松商工会議所健康ドック」は会員サービスや共済加入者への還元事業とし
て実施しています。

受付期間 2023年12月28日（木）まで
※お早めのご予約をおすすめします！
2024年2月29日（木）まで
やわたメディカルセンター健診センター、
小松ソフィア病院健診センター

受診期間
受診機関

会員割引
共済加入者
割引あり

生活習慣病を しましょう予防

■ 詳しくは小松商工会議所総務・事業課　☎21-3121■ お問合せ先 小松商工会議所  健康ドック

小
松
市
産
業
功
労
賞
と
は
、
小
松
市
の
産
業
や
業
界
の
発
展
、
地
方
の
開
発
に
尽
力
し
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
に
贈
ら
れ
る
。

小
松
市
文
化
賞
と
は
、
小
松
市
の
科
学
、
芸
術
、
産
業
、
経
済
等
、
広
く
文
化
の
発
展

に
寄
与
し
、
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た
方
に
授
与
さ
れ
る
。
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小松市産業功労賞他受賞者 LOBO調査／雇用情報



対象者 市内に主たる事業所を有する中小企業
補助率 2/3 上限額 75万円

お問合せ先 小松市経済環境部商工労働課　TEL：0761-24-8074　FAX：0761-23-6404

カーボンニュートラル推進支援事業（小松市経営モデルチェンジ支援事業）

市内の事業所・団体の皆さまSDGｓ宣言しませんか？市内の事業所・団体の皆さまSDGｓ宣言しませんか？
みんなでSDGsを推進し、SDGs未来都市こまつを実現しよう!!

S D G s 宣 言 に 向 け て の 流 れS D G s 宣 言 に 向 け て の 流 れ

お問合せ先　小松市経済環境部環境推進課　TEL：0761-24-8067　FAX：0761-23-6404お問合せ先　小松市経済環境部環境推進課　TEL：0761-24-8067　FAX：0761-23-6404

1小松市ホームページより「SDGs宣言書様式」をダウンロード。
　QRコードから、小松市ホームページへアクセスしてください。

2様式の必要事項を入力し、以下の方法にて届出。
　●環境推進課メールアドレスに送付。　●小松市環境推進課へ持参。
　　E-mail：eco@city.komatsu.lg.jp

小松市　SDGs宣言 検索

QＲコード
はこちら▶

市内の事業所や団体等がSDGs達成のために、現在取り組んでいること、今後取り組むことを提示し、宣言していた
だきます。（R5.11.1現在　食品ロスを含む120事業所参加）
SDGs宣言することで、SDGsというものを認識し、その事業所や団体内で宣言の内容を共有していただくことにより、
イメージアップや企業価値を高めていただくことが目的です。
SDGs宣言に向けて、事業所や団体内でSDGsについての話し合いや勉強会を開催し、理解を深めてください。勉強
会の開催や講師の派遣についてはご相談ください。

補助対象　一般財団法人省エネルギーセンターが実施する省エネ最適化診断サービスを受ける際の費用及び本
　　　　　サービスの提案により導入した設備に係る経費
　　　　　※一般財団法人省エネルギーセンター…国の省エネ推進等の受託事業者

SDGsを推進する事業者を支援SDGsを推進する事業者を支援

全国花のまちづくり小松大会では、企業・事業者、団体の皆様の温かい
応援を募集しています。
是非とも皆様からご協賛を賜わりますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

参加申込締切  令和6年1月31日（水）（予定）
■協賛のメリット
　イメージアップ・認知度の向上・社会
　貢献・販売促進効果など
　（広告掲載媒体等：チラシ、WEB、会議で
　 の看板広告、大会パンフレット2,000部、
　 大会式典2～6席）
■協賛金の使途
　大会の花の装飾花壇及び運営に活用、
　サポーター活動への支援など
※協賛金は、小松市の寄附金となるため全
　額を損金算入することができます。
※協賛金は、1万円から寄付できます。

プラチナ応援枠
H12cm×W18cm
¥300,000

ゴールド応援枠
H6cm×W18cm
¥100,000

セミゴールド応援枠
H6cm×W9cm
¥50,000

※掲載場所はお選び頂けません

広告サイズ

応援して頂ける方を募集しています応援して頂ける方を募集しています

第30回 全国花のまちづくり小松大会 協賛金募集

お問合せ先　全国花のまちづくり小松大会 
　　　　　　実行委員会 事務局（小松市 緑花公園課内）
　　　　　　TEL： 0761-24-8102

▲詳細はこちら

　本所では、商工会議所法第10条に基づき法定台帳の整備を国か
ら義務づけられており、左記のいずれかの対象となる方々には、
12月初旬にご案内をさせて頂きます。本趣旨をご理解頂き、負担
金納入についても重ねてお願い申し上げます。

■特定商工業者の対象
①常時使用する従業員数が20人以上（商業・サービス業においては
　5人以上）の商工業者（1ヵ月以上雇用され、一般に「パート」「ア
　ルバイト」等で呼ばれる方も含みます）
②資本金額または払込済出資総額が300万円以上の商工業者

お問合せ先
小松商工会議所　総務・事業課　☎0761・21・3121

お願いお願い
特定商工業者負担金の納入について

常議員変更の
お知らせ
㈱北國銀行

　11月1日付人事異動により、
本所常議員に小松営業部長の
北川利美氏が就任された。

　11月1日付人事異動により、
本所常議員に小松営業部長の
北川利美氏が就任された。

小松営業部長
北川  利美 氏

第
229
回
日
商
珠
算
検
定
合
格
者

２
級
　
小
野
　
花
音

３
級
　
島
畑
　
柚
希

4
級
　
森
安
　
和
心

5
級
　
南
出
　
憲
進

木
村
　
菜
羽

6
級
　
島
畑
　
快
成

竹
田
　
朔

小
池
　
藤
丸

8
級
　
本
多
　
杏
圭

横
田
　
敦
己

第
306
回
暗
算
検
定
合
格
者

1
級
　
船
木
　
悠
真

三
浦
　
琴
梨

野
尻
　
実
紅

２
級
　
田
畑
　
美
夢

亀
田
　
梨
愛

4
級
　
宮
西
　
志
茉

中
村
　
陽
菜

東
　
果
穂

森
　
葉
南

小
池
　
藤
丸

5
級
　
塚
本
　
奈
菜
子

山
田
　
唯
愛

６
級
　
下
口
　
晃
佳

山
口
　
凌
央

本
田
　
雄
真

第
139
回
段
位
認
定

総
合
暗
算西

　
彩
萌（
準
弐
段
）

日
商
珠
算
検
定
・
暗
算
検
定
合
格
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
令
和
5
年
10
月
22
日
実
施
）

日
商
珠
算
検
定
・
暗
算
検
定
合
格
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
令
和
5
年
10
月
22
日
実
施
）

検
定
試
験
の

お
知
ら
せ

検
定
試
験
の

お
知
ら
せ

 

●
簿
記
検
定
　
２
〜
３
級

試
験
日 

令
和
６
年
２
月
25
日（
日
）

申
込
期
間 

令
和
６
年
１
月
９
日（
火
）

〜
１
月
26
日（
金
）

申
込
方
法 

本
所
窓
口

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

https://komatsu-cci.or.jp/

受
験
料 

２
級：４
，７
２
０
円

 

３
級：２
，８
５
０
円

 

●
珠
算
検
定
　
１
〜
３
級

試
験
日 

令
和
６
年
2
月
11
日（
日
）

申
込
期
間 

12
月
18
日（
月
）〜

 

令
和
６
年
１
月
11
日（
木
）

申
込
方
法 

本
所
窓
口

受
験
料 

１
級：２
，３
４
０
円

 

２
級：１
，７
３
０
円

 

３
級：１
，５
３
０
円

 

お
問
合
せ
先

　
小
松
商
工
会
議
所
　
総
務・事
業
課

☎（
０
７
６
１
）21・３
１
２
１
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対象者 市内に主たる事業所を有する中小企業
補助率 2/3 上限額 75万円

お問合せ先 小松市経済環境部商工労働課　TEL：0761-24-8074　FAX：0761-23-6404

カーボンニュートラル推進支援事業（小松市経営モデルチェンジ支援事業）

市内の事業所・団体の皆さまSDGｓ宣言しませんか？市内の事業所・団体の皆さまSDGｓ宣言しませんか？
みんなでSDGsを推進し、SDGs未来都市こまつを実現しよう!!

S D G s 宣 言 に 向 け て の 流 れS D G s 宣 言 に 向 け て の 流 れ

お問合せ先　小松市経済環境部環境推進課　TEL：0761-24-8067　FAX：0761-23-6404お問合せ先　小松市経済環境部環境推進課　TEL：0761-24-8067　FAX：0761-23-6404

1小松市ホームページより「SDGs宣言書様式」をダウンロード。
　QRコードから、小松市ホームページへアクセスしてください。

2様式の必要事項を入力し、以下の方法にて届出。
　●環境推進課メールアドレスに送付。　●小松市環境推進課へ持参。
　　E-mail：eco@city.komatsu.lg.jp

小松市　SDGs宣言 検索

QＲコード
はこちら▶

市内の事業所や団体等がSDGs達成のために、現在取り組んでいること、今後取り組むことを提示し、宣言していた
だきます。（R5.11.1現在　食品ロスを含む120事業所参加）
SDGs宣言することで、SDGsというものを認識し、その事業所や団体内で宣言の内容を共有していただくことにより、
イメージアップや企業価値を高めていただくことが目的です。
SDGs宣言に向けて、事業所や団体内でSDGsについての話し合いや勉強会を開催し、理解を深めてください。勉強
会の開催や講師の派遣についてはご相談ください。

補助対象　一般財団法人省エネルギーセンターが実施する省エネ最適化診断サービスを受ける際の費用及び本
　　　　　サービスの提案により導入した設備に係る経費
　　　　　※一般財団法人省エネルギーセンター…国の省エネ推進等の受託事業者

SDGsを推進する事業者を支援SDGsを推進する事業者を支援

全国花のまちづくり小松大会では、企業・事業者、団体の皆様の温かい
応援を募集しています。
是非とも皆様からご協賛を賜わりますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

参加申込締切  令和6年1月31日（水）（予定）
■協賛のメリット
　イメージアップ・認知度の向上・社会
　貢献・販売促進効果など
　（広告掲載媒体等：チラシ、WEB、会議で
　 の看板広告、大会パンフレット2,000部、
　 大会式典2～6席）
■協賛金の使途
　大会の花の装飾花壇及び運営に活用、
　サポーター活動への支援など
※協賛金は、小松市の寄附金となるため全
　額を損金算入することができます。
※協賛金は、1万円から寄付できます。

プラチナ応援枠
H12cm×W18cm
¥300,000

ゴールド応援枠
H6cm×W18cm
¥100,000

セミゴールド応援枠
H6cm×W9cm
¥50,000

※掲載場所はお選び頂けません

広告サイズ

応援して頂ける方を募集しています応援して頂ける方を募集しています

第30回 全国花のまちづくり小松大会 協賛金募集

お問合せ先　全国花のまちづくり小松大会 
　　　　　　実行委員会 事務局（小松市 緑花公園課内）
　　　　　　TEL： 0761-24-8102

▲詳細はこちら

　本所では、商工会議所法第10条に基づき法定台帳の整備を国か
ら義務づけられており、左記のいずれかの対象となる方々には、
12月初旬にご案内をさせて頂きます。本趣旨をご理解頂き、負担
金納入についても重ねてお願い申し上げます。

■特定商工業者の対象
①常時使用する従業員数が20人以上（商業・サービス業においては
　5人以上）の商工業者（1ヵ月以上雇用され、一般に「パート」「ア
　ルバイト」等で呼ばれる方も含みます）
②資本金額または払込済出資総額が300万円以上の商工業者

お問合せ先
小松商工会議所　総務・事業課　☎0761・21・3121

お願いお願い
特定商工業者負担金の納入について

常議員変更の
お知らせ
㈱北國銀行

　11月1日付人事異動により、
本所常議員に小松営業部長の
北川利美氏が就任された。

　11月1日付人事異動により、
本所常議員に小松営業部長の
北川利美氏が就任された。

小松営業部長
北川  利美 氏
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３
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会議所の動き

伴走型小規模事業者推進事業 10/26～2910/26～29

観光文化委員会 10/27～2810/27～28

　
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
吉
原
愼
吾
）12
名
は
10
月
30
日

（
月
）〜
31
日（
火
）の
２
日
間
、委
員
会
視
察
を
行
い
、東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
を
観
覧
し
た
。

　
本
展
示
会
は
2
0
1
9
年
ま
で
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
と
い
う
名
称
で
、

自
動
車
産
業
を
中
心
に
出
展
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止
か
ら

の
復
活
に
当
た
り
名
称
を
改
め
、
展
示
内
容
に
つ
い
て
も
食
品
製
造
や
通
信
、

介
護
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
わ
る
分
野
に
広
が
っ
た
。
4
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
る
こ
と
か
ら
、
会
場
に
は
大
勢
の一般
客
が
行
き
か
い
、
平
日
な
が

ら
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

　
委
員
は
思
い
思
い
に
ブ
ー
ス
を
回
り
な
が
ら
、
出
展
者
か
ら
説
明
を
受
け

る
な
ど
最
新
技
術
を
体
感
し
、
こ
れ
か
ら
の
産
業
や
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

上
で
の
参
考
と
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
国
宝
で
あ
る「
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
」を
観
覧
す
る
な
ど
、
都

心
の
ス
ポ
ッ
ト
を
視
察
し
た
。

総務企画委員会 10/30～3110/30～31

赤坂離宮での集合写真空飛ぶクルマの展示

最
新
技
術
を
体
験

10/3110/31空港・都市政策委員会

小松商工会議所出展ブースを激励会場の様子

　
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
中
嶋
浩
）9
名
は
、
10
月
27
日（
金
）

〜
28
日（
土
）の
2
日
間
、
委
員
会
視
察
を
行
い
、
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
で
開
催
さ
れ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
等
を
視
察
し
た
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
は
世
界
中
の
国
と
地
域
、
日
本
全
国
の

観
光
地
が
集
結
す
る
、
年
に一度
の
世
界
最
大
級
の
旅
の
祭
典
。

　
今
回
、
小
松
商
工
会
議
所
に
お
い
て
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、
地
域
の
観
光

資
源
の
紹
介
や
、
泊
食
分
離
な
ど
自
由
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
、
地
域
の
食
文
化

等
に
つ
い
て
の
魅
力
発
信
を
行
っ
て
お
り
、
北
陸
新
幹
線
小
松
駅
開
業
を
間

近
に
控
え
た
中
で
、
出
展
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
応
援
と
合
わ
せ
て
全
国

各
地
の
観
光
商
品
を
視
察
し
た
。

　
２
０
２
５
年
に
開
催
さ
れ
る「
日
本
国
際
博
覧
会（
大
阪
・
関
西
万
博
）」を

視
野
に
、
そ
の
後
の
関
西
圏
か
ら
北
陸
へ
の
観
光
商
品
づ
く
り
へ
向
け
た
ヒ

ン
ト
に
繋
が
る
有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
３

大
阪
･
関
西
を
視
察

ツーリズムEXPOジャパンの様子

　
本
所
で
は
、
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
推
進
事
業
と
し
て
、
10
月

26
日（
木
）〜
29
日（
日
）、
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２

３
大
阪
･
関
西（
主
催
　
日
本
観
光
振
興
協
会
、
日
本
旅
行
業
協

会
、
日
本
政
府
観
光
局
）に
ブ
ー
ス
出
展
し
た
。

　
今
年
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
世
界
70
の
国
と
地
域
、
1
、

2
7
5
の
企
業・団
体
が
出
展
し
、４
日
間
で
延
べ
14
万
8
千
人
が
来
場
し
た
。

　
今
回
、
北
陸
新
幹
線
小
松
駅
開
業
に
向
け
て
、
小
松
の
観
光
資
源
や
食

文
化
を
広
く
紹
介
し
、
新
た
な
顧
客
・
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
獲
得
す
る
こ

と
の
他
、
泊
食
分
離
を
通
じ
て
地
域
振
興
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。
旅
館
・
割
烹
料
亭
・
九
谷
焼
な
ど
小
規
模
事
業
者
８

者
が
参
加
し
た
。「
小
珠
の
和
」を
中
心
に
、
小
松
の
食
文
化
の
紹
介
、
九

谷
焼
の
実
演
や
、
泊
食
分
離
な
ど
自
由
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
の
魅
力
を
、

P
R
し
た
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
３

大
阪
･
関
西
に
出
展

挨拶する今出委員長講師の寺山氏

　
空
港
･
都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
今
出
真
稔
）は
、
委
員
18
名

の
参
加
の
も
と
、
石
川
県 

並
行
在
来
線
対
策
課
長
　
寺
山
高
行
氏
を

講
師
に
迎
え
、「
I
R
い
し
か
わ
鉄
道
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
・

課
題
に
つ
い
て
」と
題
し
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
令
和
６
年
３
月
16
日
に
北
陸
新
幹
線
金
沢
以
西
区
間
の
運
行
開
始
に
伴
い
、

並
行
在
来
線
の
経
営
分
離
が
行
わ
れ
I
R
い
し
か
わ
鉄
道
が
経
営
を
引
き
継

ぐ
。

　
寺
山
氏
は「
当
面
の
間
、
通
学
定
期
は
運
賃
が
据
え
置
き
と
な
る
が
、
利
用

者
の
増
加
が
カ
ギ
と
な
る
た
め
、
利
便
性
の
向
上
、
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
よ
り
利
用
促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
旅
客
列

車
と
貨
物
列
車
の
割
合
で
決
ま
る
貨
物
調
整
金
制
度
の
見
直
し
を
国
へ
働
き

か
け
、
安
定
的
な
経
営
を
図
り
た
い
。」と
説
明
さ
れ
た
。

　
最
後
に
寺
山
氏
は「
並
行
在
来
線
の
安
定
的
な
存
続
の
た
め
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。」と
話
さ
れ
た
。

貨
物
調
整
金（
線
路
利
用
料
）の
見
直
し
と

利
用
者
増
加
が
カ
ギ

「インボイス制度で広がる影響」
　10月からインボイス制度が始まりました。大きな混乱はなく静かなスタートになりましたが、影響が出てくるのはこれからです。
　インボイス制度とは、消費税の適格請求書保存方式のことです。簡単にまとめると、買い手側は支払った消費税額の証明にインボイス登
録番号が記載された領収書など（インボイス）が必要となり、売り手側は課税事業者でなければインボイスを発行することができないという制
度です。
　実施直前になってインボイス制度が話題になりましたが、制度を導入することが決まったのは２０１５年12月の税制改正大綱の閣議決定で
あり、８年ほど前のことです。消費税率の10％への引き上げも決まったため、多くの国民に対して直接の影響が大きい消費税率アップに注
目が集まり、インボイス制度はその当時ほとんど報道されませんでした。
　インボイス制度では、免税事業者が大きな影響を受けるため、課税事業者への転換がポイントになります。免税制度は、特に個人事業主
や小規模事業者にとってメリットが大きい制度で、事務負担や税務コストへの配慮によってつくられています。ただ、取引先との関係から、
今後は自ら課税事業者への転換を選択せざるを得ない状況にもなっており、法律を維持しながら免税制度が形骸化するように見えます。
　課税事業者にも影響はあります。これまでは物を買うときや仕事を依頼する際は、相手が消費税を納めているのか納めていないのか、知
る必要はありませんでした。今後は原則、買い手の課税事業者は、相手先が課税事業者か免税事業者かを登録番号から確認し、区別する手
間が生じるようになります。取引先が免税事業者である可能性もあり、個人事業主との取引が多い事業者は、契約内容など調整も行う必要
があります。
　一方、インボイス制度をチャンスと捉え、免税事業者に対してもこれまでと変わらない取引を行う事業者が出てきています。なぜなら、税
のコスト増加よりも問題となる、今後の人手不足に備えて優秀な人材確保を優先するためです。これも、経営判断の一つの要素になります。
　コロナ禍による社会の変化もあり、仕事の多様化と副業の推進による経済効果がより期待される時代になりました。ただ、インボイスで負
担が大きくなることにより副業に二の足を踏むことも懸念されます。インボイス制度は、税務だけでなく、経済や労働など社会生活にも影響
が出てきます。後に振り返ってみれば、社会の大きな転換点になっているかもしれません。

気象予報士兼税理士
藤富　郷

◇藤富　郷／ふじとみ・ごう
　気象予報士、税理士。埼玉県三郷市生まれ。早稲田大学大学院理工学研究科修了。大学院在学中に気象予報士に登録。日本テレビ「スッ
キリ」に気象キャスターとして出演しながら税理士試験に合格し、２０１６年に開業。21年に越谷税務署長表彰受賞。趣味の鉄道では、鉄道イ
ベント出演や時刻表、鉄道模型雑誌にコラムを寄稿。プログラミングやダムにも造詣が深く、“複業”として得意を組み合わせて幅広く活躍中。
地元の「三郷市ＰＲ大使」を務めるなど、地域との関わりも深めている。

「女性活躍推進のために必要なこと」

　女性活躍推進が叫ばれて久しいですが、まだまだ実質が伴わない現場が多くあると感じます。特に相談が多いのは、女性職員を管理職に
抜てきしたものの、本人から断られてしまうというもの。女性の管理職を増やしたいという企業の経営方針がなかなか実現しない問題の一つ
です。
　では、女性が「昇進したくない」理由にはどのようなものがあるのでしょうか。女性側からの意見を聞くと、まず出張や転勤など勤務形態の
問題が挙がってきます。管理職ともなれば、より厳しい勤務形態が予想され、今まで通りとはいかなくなるというわけです。
　結婚しない、もしくは結婚しても子どもを持たないなど、ライフスタイルが多様化していますが、やはり育児や、さらには親の介護といっ
た家族の問題で自由が利かないことが多く、昇進を尻込みしてしまう傾向があります。社内の制度や、社会的なサービスを受けられるといっ
た仕組みは整備されてきているのですが、物理的な問題もさることながら、母親、妻、娘としての家庭での役割を満足に果たせないという
精神的な重圧が大きいようです。家庭も仕事も中途半端になることを恐れて、やりたくても動けないジレンマを抱えてしまうことが昇進を断
る理由であるケースが多いのです。能力が高く完璧主義、しっかり者で責任感が強いなど、管理職として適性がある人ほど、この感情を強く
持ちやすいところも問題です。
　職場におけるこのような理解はとても大切で、単なる制度にとどまらず、精神的なケア（相談ができるサポート体制など）の充実が望まれま
す。
　また、職場を離れても復帰できる体制、リモートの併用、時短、スーパーフレックスタイム制（限られた時間内での選択ではなく、夜間も
休日も含めて勤務時間を選べる）など、業務内容によると思いますが、いろいろな勤務制度のパターンを念頭に置き、取り入れていくことが
必要です。
　女性管理職が増えると多様性が望みやすくなり、多角的な視点を持つことにもつながります。何よりも対外的イメージの良さが得られ、有
能な人材の獲得など求人にもプラスに働く可能性が高いのです。
　女性活躍推進のために必要なことを今一度見直し、女性に限らず、全員が働きやすい職場を目指してほしいと思います。

日本メンタルアップ支援機構　代表理事
大野　萌子

◇大野　萌子／おおの・もえこ
　法政大学卒。一般社団法人日本メンタルアップ支援機構（メンタルアップマネージャ資格認定機関）代表理事、公認心理師、産業カウンセ
ラー、２級キャリアコンサルティング技能士。企業内健康管理室カウンセラーとしての長年の現場経験を生かした、人間関係改善に必須のコ
ミュニケーション、ストレスマネジメントなどの分野を得意とする。防衛省、文部科学省などの官公庁をはじめ、大手企業、大学、医療機関
などで５万人以上を対象に講演・研修を行い、机上の空論ではない「生きたメンタルヘルス対策」を提供している。著書に『よけいなひと言を
好かれるセリフに変える言いかえ図鑑』（サンマーク出版）ほか多数。
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会議所の動き

伴走型小規模事業者推進事業 10/26～2910/26～29

観光文化委員会 10/27～2810/27～28

　
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
吉
原
愼
吾
）12
名
は
10
月
30
日

（
月
）〜
31
日（
火
）の
２
日
間
、委
員
会
視
察
を
行
い
、東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
を
観
覧
し
た
。

　
本
展
示
会
は
2
0
1
9
年
ま
で
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
と
い
う
名
称
で
、

自
動
車
産
業
を
中
心
に
出
展
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止
か
ら

の
復
活
に
当
た
り
名
称
を
改
め
、
展
示
内
容
に
つ
い
て
も
食
品
製
造
や
通
信
、

介
護
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
わ
る
分
野
に
広
が
っ
た
。
4
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
る
こ
と
か
ら
、
会
場
に
は
大
勢
の一般
客
が
行
き
か
い
、
平
日
な
が

ら
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

　
委
員
は
思
い
思
い
に
ブ
ー
ス
を
回
り
な
が
ら
、
出
展
者
か
ら
説
明
を
受
け

る
な
ど
最
新
技
術
を
体
感
し
、
こ
れ
か
ら
の
産
業
や
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

上
で
の
参
考
と
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
国
宝
で
あ
る「
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
」を
観
覧
す
る
な
ど
、
都

心
の
ス
ポ
ッ
ト
を
視
察
し
た
。

総務企画委員会 10/30～3110/30～31

赤坂離宮での集合写真空飛ぶクルマの展示

最
新
技
術
を
体
験

10/3110/31空港・都市政策委員会

小松商工会議所出展ブースを激励会場の様子

　
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
中
嶋
浩
）9
名
は
、
10
月
27
日（
金
）

〜
28
日（
土
）の
2
日
間
、
委
員
会
視
察
を
行
い
、
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
で
開
催
さ
れ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
等
を
視
察
し
た
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
は
世
界
中
の
国
と
地
域
、
日
本
全
国
の

観
光
地
が
集
結
す
る
、
年
に一度
の
世
界
最
大
級
の
旅
の
祭
典
。

　
今
回
、
小
松
商
工
会
議
所
に
お
い
て
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、
地
域
の
観
光

資
源
の
紹
介
や
、
泊
食
分
離
な
ど
自
由
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
、
地
域
の
食
文
化

等
に
つ
い
て
の
魅
力
発
信
を
行
っ
て
お
り
、
北
陸
新
幹
線
小
松
駅
開
業
を
間

近
に
控
え
た
中
で
、
出
展
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
応
援
と
合
わ
せ
て
全
国

各
地
の
観
光
商
品
を
視
察
し
た
。

　
２
０
２
５
年
に
開
催
さ
れ
る「
日
本
国
際
博
覧
会（
大
阪
・
関
西
万
博
）」を

視
野
に
、
そ
の
後
の
関
西
圏
か
ら
北
陸
へ
の
観
光
商
品
づ
く
り
へ
向
け
た
ヒ

ン
ト
に
繋
が
る
有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
３

大
阪
･
関
西
を
視
察

ツーリズムEXPOジャパンの様子

　
本
所
で
は
、
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
推
進
事
業
と
し
て
、
10
月

26
日（
木
）〜
29
日（
日
）、
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２

３
大
阪
･
関
西（
主
催
　
日
本
観
光
振
興
協
会
、
日
本
旅
行
業
協

会
、
日
本
政
府
観
光
局
）に
ブ
ー
ス
出
展
し
た
。

　
今
年
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
世
界
70
の
国
と
地
域
、
1
、

2
7
5
の
企
業・団
体
が
出
展
し
、４
日
間
で
延
べ
14
万
8
千
人
が
来
場
し
た
。

　
今
回
、
北
陸
新
幹
線
小
松
駅
開
業
に
向
け
て
、
小
松
の
観
光
資
源
や
食

文
化
を
広
く
紹
介
し
、
新
た
な
顧
客
・
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
獲
得
す
る
こ

と
の
他
、
泊
食
分
離
を
通
じ
て
地
域
振
興
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。
旅
館
・
割
烹
料
亭
・
九
谷
焼
な
ど
小
規
模
事
業
者
８

者
が
参
加
し
た
。「
小
珠
の
和
」を
中
心
に
、
小
松
の
食
文
化
の
紹
介
、
九

谷
焼
の
実
演
や
、
泊
食
分
離
な
ど
自
由
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
の
魅
力
を
、

P
R
し
た
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
３

大
阪
･
関
西
に
出
展

挨拶する今出委員長講師の寺山氏

　
空
港
･
都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
今
出
真
稔
）は
、
委
員
18
名

の
参
加
の
も
と
、
石
川
県 

並
行
在
来
線
対
策
課
長
　
寺
山
高
行
氏
を

講
師
に
迎
え
、「
I
R
い
し
か
わ
鉄
道
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
・

課
題
に
つ
い
て
」と
題
し
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
令
和
６
年
３
月
16
日
に
北
陸
新
幹
線
金
沢
以
西
区
間
の
運
行
開
始
に
伴
い
、

並
行
在
来
線
の
経
営
分
離
が
行
わ
れ
I
R
い
し
か
わ
鉄
道
が
経
営
を
引
き
継

ぐ
。

　
寺
山
氏
は「
当
面
の
間
、
通
学
定
期
は
運
賃
が
据
え
置
き
と
な
る
が
、
利
用

者
の
増
加
が
カ
ギ
と
な
る
た
め
、
利
便
性
の
向
上
、
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
よ
り
利
用
促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
旅
客
列

車
と
貨
物
列
車
の
割
合
で
決
ま
る
貨
物
調
整
金
制
度
の
見
直
し
を
国
へ
働
き

か
け
、
安
定
的
な
経
営
を
図
り
た
い
。」と
説
明
さ
れ
た
。

　
最
後
に
寺
山
氏
は「
並
行
在
来
線
の
安
定
的
な
存
続
の
た
め
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。」と
話
さ
れ
た
。

貨
物
調
整
金（
線
路
利
用
料
）の
見
直
し
と

利
用
者
増
加
が
カ
ギ

「インボイス制度で広がる影響」
　10月からインボイス制度が始まりました。大きな混乱はなく静かなスタートになりましたが、影響が出てくるのはこれからです。
　インボイス制度とは、消費税の適格請求書保存方式のことです。簡単にまとめると、買い手側は支払った消費税額の証明にインボイス登
録番号が記載された領収書など（インボイス）が必要となり、売り手側は課税事業者でなければインボイスを発行することができないという制
度です。
　実施直前になってインボイス制度が話題になりましたが、制度を導入することが決まったのは２０１５年12月の税制改正大綱の閣議決定で
あり、８年ほど前のことです。消費税率の10％への引き上げも決まったため、多くの国民に対して直接の影響が大きい消費税率アップに注
目が集まり、インボイス制度はその当時ほとんど報道されませんでした。
　インボイス制度では、免税事業者が大きな影響を受けるため、課税事業者への転換がポイントになります。免税制度は、特に個人事業主
や小規模事業者にとってメリットが大きい制度で、事務負担や税務コストへの配慮によってつくられています。ただ、取引先との関係から、
今後は自ら課税事業者への転換を選択せざるを得ない状況にもなっており、法律を維持しながら免税制度が形骸化するように見えます。
　課税事業者にも影響はあります。これまでは物を買うときや仕事を依頼する際は、相手が消費税を納めているのか納めていないのか、知
る必要はありませんでした。今後は原則、買い手の課税事業者は、相手先が課税事業者か免税事業者かを登録番号から確認し、区別する手
間が生じるようになります。取引先が免税事業者である可能性もあり、個人事業主との取引が多い事業者は、契約内容など調整も行う必要
があります。
　一方、インボイス制度をチャンスと捉え、免税事業者に対してもこれまでと変わらない取引を行う事業者が出てきています。なぜなら、税
のコスト増加よりも問題となる、今後の人手不足に備えて優秀な人材確保を優先するためです。これも、経営判断の一つの要素になります。
　コロナ禍による社会の変化もあり、仕事の多様化と副業の推進による経済効果がより期待される時代になりました。ただ、インボイスで負
担が大きくなることにより副業に二の足を踏むことも懸念されます。インボイス制度は、税務だけでなく、経済や労働など社会生活にも影響
が出てきます。後に振り返ってみれば、社会の大きな転換点になっているかもしれません。

気象予報士兼税理士
藤富　郷

◇藤富　郷／ふじとみ・ごう
　気象予報士、税理士。埼玉県三郷市生まれ。早稲田大学大学院理工学研究科修了。大学院在学中に気象予報士に登録。日本テレビ「スッ
キリ」に気象キャスターとして出演しながら税理士試験に合格し、２０１６年に開業。21年に越谷税務署長表彰受賞。趣味の鉄道では、鉄道イ
ベント出演や時刻表、鉄道模型雑誌にコラムを寄稿。プログラミングやダムにも造詣が深く、“複業”として得意を組み合わせて幅広く活躍中。
地元の「三郷市ＰＲ大使」を務めるなど、地域との関わりも深めている。

「女性活躍推進のために必要なこと」

　女性活躍推進が叫ばれて久しいですが、まだまだ実質が伴わない現場が多くあると感じます。特に相談が多いのは、女性職員を管理職に
抜てきしたものの、本人から断られてしまうというもの。女性の管理職を増やしたいという企業の経営方針がなかなか実現しない問題の一つ
です。
　では、女性が「昇進したくない」理由にはどのようなものがあるのでしょうか。女性側からの意見を聞くと、まず出張や転勤など勤務形態の
問題が挙がってきます。管理職ともなれば、より厳しい勤務形態が予想され、今まで通りとはいかなくなるというわけです。
　結婚しない、もしくは結婚しても子どもを持たないなど、ライフスタイルが多様化していますが、やはり育児や、さらには親の介護といっ
た家族の問題で自由が利かないことが多く、昇進を尻込みしてしまう傾向があります。社内の制度や、社会的なサービスを受けられるといっ
た仕組みは整備されてきているのですが、物理的な問題もさることながら、母親、妻、娘としての家庭での役割を満足に果たせないという
精神的な重圧が大きいようです。家庭も仕事も中途半端になることを恐れて、やりたくても動けないジレンマを抱えてしまうことが昇進を断
る理由であるケースが多いのです。能力が高く完璧主義、しっかり者で責任感が強いなど、管理職として適性がある人ほど、この感情を強く
持ちやすいところも問題です。
　職場におけるこのような理解はとても大切で、単なる制度にとどまらず、精神的なケア（相談ができるサポート体制など）の充実が望まれま
す。
　また、職場を離れても復帰できる体制、リモートの併用、時短、スーパーフレックスタイム制（限られた時間内での選択ではなく、夜間も
休日も含めて勤務時間を選べる）など、業務内容によると思いますが、いろいろな勤務制度のパターンを念頭に置き、取り入れていくことが
必要です。
　女性管理職が増えると多様性が望みやすくなり、多角的な視点を持つことにもつながります。何よりも対外的イメージの良さが得られ、有
能な人材の獲得など求人にもプラスに働く可能性が高いのです。
　女性活躍推進のために必要なことを今一度見直し、女性に限らず、全員が働きやすい職場を目指してほしいと思います。

日本メンタルアップ支援機構　代表理事
大野　萌子

◇大野　萌子／おおの・もえこ
　法政大学卒。一般社団法人日本メンタルアップ支援機構（メンタルアップマネージャ資格認定機関）代表理事、公認心理師、産業カウンセ
ラー、２級キャリアコンサルティング技能士。企業内健康管理室カウンセラーとしての長年の現場経験を生かした、人間関係改善に必須のコ
ミュニケーション、ストレスマネジメントなどの分野を得意とする。防衛省、文部科学省などの官公庁をはじめ、大手企業、大学、医療機関
などで５万人以上を対象に講演・研修を行い、机上の空論ではない「生きたメンタルヘルス対策」を提供している。著書に『よけいなひと言を
好かれるセリフに変える言いかえ図鑑』（サンマーク出版）ほか多数。
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会議所の動き 会議所の動き

容器包装リサイクル法（以下「法」という。主務省庁：環境省・経済産業省・財務省（国税庁）・厚生労働省・農林水産省）により、
●食品、清涼飲料、酒類、石けん、塗料、医薬品、化粧品等の製造事業者
●小売・卸売業者
●びん、PETボトル、紙箱、袋などの製造事業者
●輸入事業者（容器や包装が付いた商品の輸入等）
●テイクアウトができる飲食店・通販業者など

　上記、「容器」「包装」を使って商品を売ったり、「容器」をつくっている事業者は、再商品化（リサイクル）の義務を負う可能
性があります（但し、小規模事業者は除きます）。
※【再商品化（リサイクル）の義務】を負う特定事業者に該当するか否かは、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会コール
センターにご相談ください。
　なお、「特定事業者」でありながら、再商品化義務を履行していない場合は、平成12年4月の「法」の完全施行時まで遡及し
て義務を履行していただく（再商品化委託申込を行っていただく）必要がありますのでご注意ください。

小松商工会議所総務・事業課 ＜〒923-8566 小松市園町ニ1 TEL：0761-21-3121＞

◆法律の概要、特定事業者の判断、遡及申込等に関する相談は、
　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　コールセンター　TEL：03-5251-4870

◆委託申込関係書類の請求は、
　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　オペレーションセンター
　TEL：03-5610-6261　　FAX：03-5610-6245

◆協会ホームページ URL：https://www.jcpra.or.jp　
　“リサイクル協会”で検索いただくと、再商品化委託申込に関する情報を掲載しています。

レジ袋

申込みはお済みですか？（容器包装のリサイクル）

申込期間：令和5年12月6日（水）～令和6年2月9日（金）
＝令和6年度の再商品化委託申込受付中＝

青年部 11/16～1711/16～17

開会式の様子全国大会をPR

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部 

第
41
回
全
国
会
長
研
修
会「
山
海
の
楽
園
こ
う
ち
会
議
」

　
本
所
青
年
部（
以
下 

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）の
メ
ン
バ
ー
19
人
は
、
高
知
県

高
知
市
に
て
開
催
さ
れ
た
、
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部 

第
41
回
全
国

会
長
研
修
会「
山
海
の
楽
園
こ
う
ち
会
議
」に
参
加
し
た
。

　
今
回
の
大
会
で
は
、
全
国
か
ら
2
、
3
0
0
名
を
超
え
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

が
参
加
登
録
し
、
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ

た
。
会
員
総
会
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
研
修
、
物
産
展
、
大
交
流
会
等
が
行
な
わ
れ
、Ｙ
Ｅ

Ｇ
研
修
で
は
本
年
度
会
長
、
次
年
度
会
長
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
、
事
務
局
に

分
か
れ
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
経
済
社
会
発
展
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
現
状
等
に
つ
い
て
研

修
を
受
け
た
。
ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
参
加
し
た
多
く
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と

交
流
を
深
め
た
。

　
そ
の
他
、
大
交
流
会
や
閉
会
式
に
て
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
は
石
川
県
連
Ｙ

Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
来
年
３
月
開
催
の
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部 

第
43

回
全
国
大
会「
加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
」の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

商業まちづくり委員会 10/31～11／110/31～11／1

最先端物流拠点GLP ALFALINK流山を視察おおたかの森ショッピングセンターにて説明を受ける委員

　
商
業
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）委
員
13
名
は
、
10
月

31
日（
火
）〜
11
月
１
日（
水
）の
2
日
間
、
千
葉
県
流
山
市
へ
の
視
察
を

実
施
し
、流
山
市
内
の
工
場
や
商
業
施
設
、駅
周
辺
な
ど
を
視
察
し
た
。

　
千
葉
県
流
山
市
は
秋
葉
原
駅
か
ら
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
快
速
で
約
20
分
と

い
う
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
、
子
育
て
・
教
育
環
境
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
人
口
増
加
率
が
全
国
7
9
2
市
中
6
年
連
続
で
第
1
位
と
子
育

て
世
帯
に
人
気
の
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
は
流
山
商
工
会
議
所
の
亀
山
隆
弘
専
務
理
事
の
案
内
の
も
と
、
お
お
た

か
の
森
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
お
お
た
か
の
森
駅
周
辺
、
最
先
端
物
流
施

設
G
L
P 

A
L
F
A
L
I
N
K
流
山
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
千
葉
工
場
を
視
察
し
た
。

　
総
延
床
面
積
約
90
万
㎡
超
、
日
本
最
大
級
の
最
先
端
物
流
拠
点
で
あ
る

G
L
P 

A
L
F
A
L
I
N
K
流
山
で
は
、
企
業
概
要
や
施
設
に
つ
い
て
担
当

者
よ
り
説
明
を
受
け
な
が
ら
施
設
内
を
視
察
し
た
。
施
設
内
の
カ
フ
ェ
に
は
従

業
員
だ
け
で
な
く
誰
で
も
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
た
。

千
葉
県
流
山
市
へ
の
視
察
を
実
施

中小企業対策委員会 11/7～811/7～8

作田工場長より歓迎の挨拶を受ける委員コマツ郡山工場での集合写真

　
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
𠮷
田
守
伸
）11
名
は
、11
月
7

日（
火
）〜
8
日（
水
）の
2
日
間
、委
員
会
視
察
を
実
施
し
、福
島
県
郡

山
市
の
コ
マ
ツ
郡
山
工
場
等
を
視
察
し
た
。

　
コ
マ
ツ
郡
山
工
場
は
、
東
京
ド
ー
ム
８
個
分
の
敷
地
内
に
第
１
〜
３
工
場
が

あ
り
、
油
圧
機
器
を
開
発
・
生
産
し
、
世
界
の
各
拠
点
に
供
給
し
て
い
る
。

建
機
の
キ
ー
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
で
あ
る
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
、
建
機
の
心
臓
と
も

い
え
る
ギ
ヤ
ポ
ン
プ
、
油
圧
回
路
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
で
あ
る
ス
イ
ベ
ル
ジ
ョ
イ

ン
ト
な
ど
が
主
要
製
品
で
あ
る
。

　
一
行
は
、
作
田
俊
哉
工
場
長
の
挨
拶
後
、
コ
マ
ツ
及
び
郡
山
工
場
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
技
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
、
第
１
工
場
、
I
o
T

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た
。
I
o
T
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
新
の
I
C
T
建
機
の
性

能
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
安
全
性
・
生
産
性
の
高
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
委
員
ら
は
秋
晴
れ
の
中
、
野
口
英
世
記
念
館
や
会
津
若
松
市

の
鶴
ヶ
城
な
ど
、
東
北
の
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
施
設
な
ど
に
つ
い
て
見
学
し
た
。

コ
マ
ツ
郡
山
工
場
を
視
察

11/2～511/2～5GEMBAモノヅクリエキスポ産業政策委員会 11/14～1511/14～15

安川電機みらい館ガントリークレーン見学

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）委
員
18
名
は

11
月
14
日（
火
）〜
15
日（
水
）に
委
員
会
視
察
を
実
施
し
、㈱
安

川
電
機
、博
多
港
ふ
頭
㈱
を
視
察
し
た
。

　
㈱
安
川
電
機
の
ロ
ボ
ッ
ト
第
1
工
場
で
は
、
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
組
立

ラ
イ
ン
に
、
人
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
M
O
T
O
M
A
N-

H
C
シ
リ
ー
ズ
を

導
入
し
て
お
り
、
安
全
機
能
に
よ
り
省
ス
ペ
ー
ス
で
稼
働
で
き
る
特

性
を
活
か
し
た
生
産
ラ
イ
ン
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
作
業
ミ
ス
や
品

質
の
ば
ら
つ
き
を
解
消
し
、
高
品
質
化
、
生
産
性
向
上
な
ど
を
実
現

し
て
い
る
。
隣
接
す
る
み
ら
い
館
で
は
、
７
軸
垂
直
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
体
感
し
た
。

　
2
日
目
は
博
多
港
ふ
頭
㈱
を
視
察
し
、
近
年
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量

や
施
設
の
特
徴
、
独
自
の
物
流
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
博
多
港
国
際

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
概
況
の
説
明
を
受
け
、
現
在
も
開
発
が
進

む
港
湾
施
設
や
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
を
見
学
し
た
。

北
九
州
の
先
端
技
術
を
体
感

空港・都市政策委員会

成田空港の整備計画の説明機内食製造工場

　
空
港・都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
今
出
真
稔
）委
員
18
名
は
11
月
15
日

（
水
）〜
16
日（
木
）の
２
日
間
、委
員
会
視
察
を
実
施
し
、成
田
空
港
及
び
空
港

関
連
施
設
の
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　
主
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
国
際
線
機
内
食
を
製
造
工
場
す
る
、
ジ
ャ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
㈱
で
は
、
徹
底
し
た
衛
生
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
、

ハ
ラ
ー
ル
等
お
客
様
に
合
わ
せ
た
個
別
対
応
食
等
、
各
便
異
な
る
数
に
対
し
て
も
間

違
い
な
く
対
応
す
る
と
共
に
、
食
材
ロ
ス
が
な
く
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　
成
田
空
港
で
は
、
２
０
２
９
年
３
月
末
の
完
成
を
目
指
し
、
機
能
強
化
を
図
っ
て
お

り
、
現
状
と
共
に
、
計
画
概
要
や
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
Ｊ
Ａ
Ｌ

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
飛
行
前
に
行
う
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
施
設
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
も
視
察
し
た
。

　
成
田
空
港
は
、
滑
走
路
な
ど
空
港
基
本
施
設
も
国
で
は
な
く
、
成
田
国
際
空
港
㈱

が
管
理
運
営
。
機
能
強
化
計
画
に
は
第
３
滑
走
路
を
整
備
す
る
方
針
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。「
騒
音
防
止
対
策
に
係
る
交
付
金
も
当
法
人
が
年
間
70
億
円
負
担
し
て
い
る
。」と

聞
い
た
委
員
か
ら
は
、「
規
模
は
違
う
が
、
国
際
化
を
進
め
る
と
様
々
な
関
連
施
設
も

設
置
さ
れ
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
と
は

GEMBAモノヅクリエキスポの様子

　
小
松
市
内
の
も
の
づ
く
り
企
業
を
見
学
、体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

「
G
E
Ｍ
Ｂ
Ａ
モ
ノ
ヅ
ク
リ
エ
キ
ス
ポ
」が
、11
月
２
日
か
ら
５
日
ま

で
市
内
38
企
業
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
元
も
の
づ
く
り
事
業
者
で
つ
く
る「
こ
ま
つ
も
の
づ

く
り
未
来
塾
」が
主
催
。（
事
務
局
：
小
松
商
工
会
議
所
・
小
松
市
）

　
普
段
は
入
れ
な
い
工
場
や
工
房
を
開
放
し
、見
学
・
体
験
は
も
と
よ
り
、

現
場
で
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
商
品
の
説
明
を
受
け
、
モ
ノ
が
作
ら
れ
た
現

場
で
そ
の
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
今
年
は「
ひ
ら
い
て
、
み
よ
う
、
こ
ま
つ
の
す
ご
い
モ
ノ
ヅ
ク
リ
。」を
テ
ー

マ
に
建
設
機
械
や
バ
ス
の
製
造
工
場
、
九
谷
焼
工
房
の
見
学
、
鉄
製
品
の

加
工
の
体
験
、
木
製
品
・
石
の
加
工
な
ど
47
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
石
を
削
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」「
精
密
な
組
子
細
工

の
技
に
感
動
し
た
」「
バ
ス
の
製
造
工
程
を
始
め
て
見
た
」な
ど
多
く
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

G
E
M
B
A
モ
ノ
ヅ
ク
リ
エ
キ
ス
ポ
開
催

11/15～1611/15～16
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会議所の動き 会議所の動き

容器包装リサイクル法（以下「法」という。主務省庁：環境省・経済産業省・財務省（国税庁）・厚生労働省・農林水産省）により、
●食品、清涼飲料、酒類、石けん、塗料、医薬品、化粧品等の製造事業者
●小売・卸売業者
●びん、PETボトル、紙箱、袋などの製造事業者
●輸入事業者（容器や包装が付いた商品の輸入等）
●テイクアウトができる飲食店・通販業者など

　上記、「容器」「包装」を使って商品を売ったり、「容器」をつくっている事業者は、再商品化（リサイクル）の義務を負う可能
性があります（但し、小規模事業者は除きます）。
※【再商品化（リサイクル）の義務】を負う特定事業者に該当するか否かは、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会コール
センターにご相談ください。
　なお、「特定事業者」でありながら、再商品化義務を履行していない場合は、平成12年4月の「法」の完全施行時まで遡及し
て義務を履行していただく（再商品化委託申込を行っていただく）必要がありますのでご注意ください。

小松商工会議所総務・事業課 ＜〒923-8566 小松市園町ニ1 TEL：0761-21-3121＞

◆法律の概要、特定事業者の判断、遡及申込等に関する相談は、
　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　コールセンター　TEL：03-5251-4870

◆委託申込関係書類の請求は、
　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　オペレーションセンター
　TEL：03-5610-6261　　FAX：03-5610-6245

◆協会ホームページ URL：https://www.jcpra.or.jp　
　“リサイクル協会”で検索いただくと、再商品化委託申込に関する情報を掲載しています。

レジ袋

申込みはお済みですか？（容器包装のリサイクル）

申込期間：令和5年12月6日（水）～令和6年2月9日（金）
＝令和6年度の再商品化委託申込受付中＝

青年部 11/16～1711/16～17

開会式の様子全国大会をPR

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部 

第
41
回
全
国
会
長
研
修
会「
山
海
の
楽
園
こ
う
ち
会
議
」

　
本
所
青
年
部（
以
下 

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）の
メ
ン
バ
ー
19
人
は
、
高
知
県

高
知
市
に
て
開
催
さ
れ
た
、
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部 

第
41
回
全
国

会
長
研
修
会「
山
海
の
楽
園
こ
う
ち
会
議
」に
参
加
し
た
。

　
今
回
の
大
会
で
は
、
全
国
か
ら
2
、
3
0
0
名
を
超
え
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

が
参
加
登
録
し
、
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ

た
。
会
員
総
会
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
研
修
、
物
産
展
、
大
交
流
会
等
が
行
な
わ
れ
、Ｙ
Ｅ

Ｇ
研
修
で
は
本
年
度
会
長
、
次
年
度
会
長
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
、
事
務
局
に

分
か
れ
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
経
済
社
会
発
展
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
現
状
等
に
つ
い
て
研

修
を
受
け
た
。
ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
参
加
し
た
多
く
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と

交
流
を
深
め
た
。

　
そ
の
他
、
大
交
流
会
や
閉
会
式
に
て
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
は
石
川
県
連
Ｙ

Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
来
年
３
月
開
催
の
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部 

第
43

回
全
国
大
会「
加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
」の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

商業まちづくり委員会 10/31～11／110/31～11／1

最先端物流拠点GLP ALFALINK流山を視察おおたかの森ショッピングセンターにて説明を受ける委員

　
商
業
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）委
員
13
名
は
、
10
月

31
日（
火
）〜
11
月
１
日（
水
）の
2
日
間
、
千
葉
県
流
山
市
へ
の
視
察
を

実
施
し
、流
山
市
内
の
工
場
や
商
業
施
設
、駅
周
辺
な
ど
を
視
察
し
た
。

　
千
葉
県
流
山
市
は
秋
葉
原
駅
か
ら
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
快
速
で
約
20
分
と

い
う
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
、
子
育
て
・
教
育
環
境
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
人
口
増
加
率
が
全
国
7
9
2
市
中
6
年
連
続
で
第
1
位
と
子
育

て
世
帯
に
人
気
の
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
は
流
山
商
工
会
議
所
の
亀
山
隆
弘
専
務
理
事
の
案
内
の
も
と
、
お
お
た

か
の
森
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
お
お
た
か
の
森
駅
周
辺
、
最
先
端
物
流
施

設
G
L
P 

A
L
F
A
L
I
N
K
流
山
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
千
葉
工
場
を
視
察
し
た
。

　
総
延
床
面
積
約
90
万
㎡
超
、
日
本
最
大
級
の
最
先
端
物
流
拠
点
で
あ
る

G
L
P 

A
L
F
A
L
I
N
K
流
山
で
は
、
企
業
概
要
や
施
設
に
つ
い
て
担
当

者
よ
り
説
明
を
受
け
な
が
ら
施
設
内
を
視
察
し
た
。
施
設
内
の
カ
フ
ェ
に
は
従

業
員
だ
け
で
な
く
誰
で
も
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
た
。

千
葉
県
流
山
市
へ
の
視
察
を
実
施

中小企業対策委員会 11/7～811/7～8

作田工場長より歓迎の挨拶を受ける委員コマツ郡山工場での集合写真

　
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
𠮷
田
守
伸
）11
名
は
、11
月
7

日（
火
）〜
8
日（
水
）の
2
日
間
、委
員
会
視
察
を
実
施
し
、福
島
県
郡

山
市
の
コ
マ
ツ
郡
山
工
場
等
を
視
察
し
た
。

　
コ
マ
ツ
郡
山
工
場
は
、
東
京
ド
ー
ム
８
個
分
の
敷
地
内
に
第
１
〜
３
工
場
が

あ
り
、
油
圧
機
器
を
開
発
・
生
産
し
、
世
界
の
各
拠
点
に
供
給
し
て
い
る
。

建
機
の
キ
ー
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
で
あ
る
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
、
建
機
の
心
臓
と
も

い
え
る
ギ
ヤ
ポ
ン
プ
、
油
圧
回
路
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
で
あ
る
ス
イ
ベ
ル
ジ
ョ
イ

ン
ト
な
ど
が
主
要
製
品
で
あ
る
。

　
一
行
は
、
作
田
俊
哉
工
場
長
の
挨
拶
後
、
コ
マ
ツ
及
び
郡
山
工
場
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
技
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
、
第
１
工
場
、
I
o
T

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た
。
I
o
T
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
新
の
I
C
T
建
機
の
性

能
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
安
全
性
・
生
産
性
の
高
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
委
員
ら
は
秋
晴
れ
の
中
、
野
口
英
世
記
念
館
や
会
津
若
松
市

の
鶴
ヶ
城
な
ど
、
東
北
の
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
施
設
な
ど
に
つ
い
て
見
学
し
た
。

コ
マ
ツ
郡
山
工
場
を
視
察

11/2～511/2～5GEMBAモノヅクリエキスポ産業政策委員会 11/14～1511/14～15

安川電機みらい館ガントリークレーン見学

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）委
員
18
名
は

11
月
14
日（
火
）〜
15
日（
水
）に
委
員
会
視
察
を
実
施
し
、㈱
安

川
電
機
、博
多
港
ふ
頭
㈱
を
視
察
し
た
。

　
㈱
安
川
電
機
の
ロ
ボ
ッ
ト
第
1
工
場
で
は
、
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
組
立

ラ
イ
ン
に
、
人
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
M
O
T
O
M
A
N-

H
C
シ
リ
ー
ズ
を

導
入
し
て
お
り
、
安
全
機
能
に
よ
り
省
ス
ペ
ー
ス
で
稼
働
で
き
る
特

性
を
活
か
し
た
生
産
ラ
イ
ン
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
作
業
ミ
ス
や
品

質
の
ば
ら
つ
き
を
解
消
し
、
高
品
質
化
、
生
産
性
向
上
な
ど
を
実
現

し
て
い
る
。
隣
接
す
る
み
ら
い
館
で
は
、
７
軸
垂
直
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
体
感
し
た
。

　
2
日
目
は
博
多
港
ふ
頭
㈱
を
視
察
し
、
近
年
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量

や
施
設
の
特
徴
、
独
自
の
物
流
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
博
多
港
国
際

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
概
況
の
説
明
を
受
け
、
現
在
も
開
発
が
進

む
港
湾
施
設
や
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
を
見
学
し
た
。

北
九
州
の
先
端
技
術
を
体
感

空港・都市政策委員会

成田空港の整備計画の説明機内食製造工場

　
空
港・都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
今
出
真
稔
）委
員
18
名
は
11
月
15
日

（
水
）〜
16
日（
木
）の
２
日
間
、委
員
会
視
察
を
実
施
し
、成
田
空
港
及
び
空
港

関
連
施
設
の
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　
主
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
国
際
線
機
内
食
を
製
造
工
場
す
る
、
ジ
ャ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
㈱
で
は
、
徹
底
し
た
衛
生
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
、

ハ
ラ
ー
ル
等
お
客
様
に
合
わ
せ
た
個
別
対
応
食
等
、
各
便
異
な
る
数
に
対
し
て
も
間

違
い
な
く
対
応
す
る
と
共
に
、
食
材
ロ
ス
が
な
く
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　
成
田
空
港
で
は
、
２
０
２
９
年
３
月
末
の
完
成
を
目
指
し
、
機
能
強
化
を
図
っ
て
お

り
、
現
状
と
共
に
、
計
画
概
要
や
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
Ｊ
Ａ
Ｌ

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
飛
行
前
に
行
う
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
施
設
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
も
視
察
し
た
。

　
成
田
空
港
は
、
滑
走
路
な
ど
空
港
基
本
施
設
も
国
で
は
な
く
、
成
田
国
際
空
港
㈱

が
管
理
運
営
。
機
能
強
化
計
画
に
は
第
３
滑
走
路
を
整
備
す
る
方
針
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。「
騒
音
防
止
対
策
に
係
る
交
付
金
も
当
法
人
が
年
間
70
億
円
負
担
し
て
い
る
。」と

聞
い
た
委
員
か
ら
は
、「
規
模
は
違
う
が
、
国
際
化
を
進
め
る
と
様
々
な
関
連
施
設
も

設
置
さ
れ
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
と
は

GEMBAモノヅクリエキスポの様子

　
小
松
市
内
の
も
の
づ
く
り
企
業
を
見
学
、体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

「
G
E
Ｍ
Ｂ
Ａ
モ
ノ
ヅ
ク
リ
エ
キ
ス
ポ
」が
、11
月
２
日
か
ら
５
日
ま

で
市
内
38
企
業
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
元
も
の
づ
く
り
事
業
者
で
つ
く
る「
こ
ま
つ
も
の
づ

く
り
未
来
塾
」が
主
催
。（
事
務
局
：
小
松
商
工
会
議
所
・
小
松
市
）

　
普
段
は
入
れ
な
い
工
場
や
工
房
を
開
放
し
、見
学
・
体
験
は
も
と
よ
り
、

現
場
で
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
商
品
の
説
明
を
受
け
、
モ
ノ
が
作
ら
れ
た
現

場
で
そ
の
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
今
年
は「
ひ
ら
い
て
、
み
よ
う
、
こ
ま
つ
の
す
ご
い
モ
ノ
ヅ
ク
リ
。」を
テ
ー

マ
に
建
設
機
械
や
バ
ス
の
製
造
工
場
、
九
谷
焼
工
房
の
見
学
、
鉄
製
品
の

加
工
の
体
験
、
木
製
品
・
石
の
加
工
な
ど
47
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
石
を
削
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」「
精
密
な
組
子
細
工

の
技
に
感
動
し
た
」「
バ
ス
の
製
造
工
程
を
始
め
て
見
た
」な
ど
多
く
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

G
E
M
B
A
モ
ノ
ヅ
ク
リ
エ
キ
ス
ポ
開
催

11/15～1611/15～16
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つ
う
し
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No.299

女
性
会

会員事業所紹介

Kaju Re： 東
京
視
察
研
修
を
開
催

　
１１
月
９
日
〜
１0
日
東
京
方
面
へ
の

視
察
研
修
を
実
施
し
、会
員
１8
名
が

参
加
し
た
。防
災
体
験
学
習
施
設
そ

な
エ
リ
ア
東
京
の
視
察
研
修
や
劇
団

四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン

グ
」
の
観
賞
、
横
須
賀
・
鎌
倉
等
の

見
学
を
実
施
し
た
。

　
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
内
に

あ
る
防
災
体
験
学
習
施
設
・
そ
な

エ
リ
ア
東
京
で
は
、
防
災
体
験
学
習

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。施
設
内
に
は

地
震
に
よ
っ
て
壊
れ
た
街
並
み
が
再

現
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
は
そ
の
中

を
実
際
に
災
害
が
起
き
た
想
定
で

避
難
す
る
体
験
を
し
た
。地
震
災
害

後
の
支
援
が
少
な
い
時
間
を
生
き

抜
く
た
め
に
必
要
な
知
識
や
防
災

グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
災

害
へ
の
そ
な
え
を
再
認
識
し
た
。

　
有
明
四
季
劇
場
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
を
観
賞
し
、

横
須
賀
で
は
軍
港
め
ぐ
り
の
ク
ル
ー

ズ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。鎌
倉
で
は

鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院
や
、鶴
岡
八
幡

宮
を
訪
れ
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ

う
小
町
通
り
を
散
策
し
た
。

防災体験学習施設・そなエリア東京にて
防災体験学習ツアーに参加

防災体験学習施設・そなエリア東京にて
災害へのそなえを学ぶ

劇団四季ミュージカル
「ライオンキング」を観賞

鎌倉大仏殿高徳院にて

　
令
和
4
年
11
月
11
日
、
農
家
を
営
ま

れ
て
い
た
古
い
空
き
家
を
利
用
し
、
加
工

場
兼
店
舗
と
し
て
小
松
市
吉
竹
町
に
、

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
専
門
店「
K
a
j
u 

R
e
：
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
現
在
、

ご
夫
婦
で
製
造
か
ら
営
業
、
販
売
ま
で
二

人
三
脚
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
モ
ノ
づ
く

り
が
趣
味
の
代
表
　
室
井
　
康
宏
さ
ん

が
内
装
や
看
板
な
ど
を
手
作
り
し
、
玄

関
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
温
か
み
の
あ

る
雰
囲
気
の
店
内
で
す
。

　
自
家
製
の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
全
て
生

の
果
物
か
ら
、
砂
糖
、
保
存
料
な
ど
添

加
物
を一切
使
用
せ
ず
店
内
で
加
工
し
て

い
ま
す
。
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
彩
り
を
目

で
楽
し
め
る
よ
う
、
中
身
を
確
認
出
来
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、
小
松
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
人
気

の
ギ
フ
ト
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
自
家
製

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
使
用
し
た
お
菓
子
や

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
無
添
加
自
家
製
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
美

味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
マ
ル
シ
ェ

な
ど
に
出
店
、
イ
ン
ス
タ
で
情
報
発
信
な

ど
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

か
い
あ
っ
て
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
92
歳

の
方
か
ら
小
学
生
ま
で
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー

ツ
が
好
き
な
方
が
来
店
さ
れ
る
そ
う
。

　「
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
、
素
材
そ
の
も

の
の
甘
み
、
香
り
、
風
味
を
大
切
に
、
彩

り
豊
か
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出

来
る
だ
け
地
元
や
国
産
果
物
を
使
用
し
、

必
ず
夫
婦
で
試
食
を
し
て
二
人
と
も
が
美

味
し
か
っ
た
個
体
だ
け
を
使
っ
て
い
ま
す
。

〝
こ
だ
わ
り
〞は
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。」と
室
井
さ
ん
は
語
る
。

　
今
後
は
、
事
業
的
に
は
三
方
よ
し
、
四

方
よ
し
を
目
指
し
、
無
花
果
、
柚
子
、

レ
モ
ン
、
玉
葱
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ト
マ
ト
や

そ
の
他
果
物
の
多
品
種
少
量
自
家
栽
培
で

安
心
し
て
食
べ
れ
る
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
作

り
に
も
挑
戦
し
て
い
く
そ
う
。

　
旬
の
果
物
を
使
用
し
て
い
る
た
め
時
期

に
よ
っ
て
商
品
が
変
わ
っ
て
い
く
の
も
楽

し
め
る
た
め
、
是
非一度
立
ち
寄
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

上 KajuRe: アソート
下 KajuRe: フルーツクッキー

●
イオンモール
新小松

●
ウェルシア小松

吉竹店

幸
八
幡
線

Kaju Re：
★

N

吉竹吉竹中吉竹東

清六町東

〒923-0921 小松市土居原町10-10 TEL（0761）21-8000
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優
し
い
甘
み
の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
で
み
ん
な
を
笑
顔
に

代表　室井　康宏

華
つ
う
し
ん
No.299

女
性
会

会員事業所紹介

Kaju Re： 東
京
視
察
研
修
を
開
催

　
１１
月
９
日
〜
１0
日
東
京
方
面
へ
の

視
察
研
修
を
実
施
し
、会
員
１8
名
が

参
加
し
た
。防
災
体
験
学
習
施
設
そ

な
エ
リ
ア
東
京
の
視
察
研
修
や
劇
団

四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン

グ
」
の
観
賞
、
横
須
賀
・
鎌
倉
等
の

見
学
を
実
施
し
た
。

　
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
内
に

あ
る
防
災
体
験
学
習
施
設
・
そ
な

エ
リ
ア
東
京
で
は
、
防
災
体
験
学
習

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。施
設
内
に
は

地
震
に
よ
っ
て
壊
れ
た
街
並
み
が
再

現
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
は
そ
の
中

を
実
際
に
災
害
が
起
き
た
想
定
で

避
難
す
る
体
験
を
し
た
。地
震
災
害

後
の
支
援
が
少
な
い
時
間
を
生
き

抜
く
た
め
に
必
要
な
知
識
や
防
災

グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
災

害
へ
の
そ
な
え
を
再
認
識
し
た
。

　
有
明
四
季
劇
場
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
を
観
賞
し
、

横
須
賀
で
は
軍
港
め
ぐ
り
の
ク
ル
ー

ズ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。鎌
倉
で
は

鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院
や
、鶴
岡
八
幡

宮
を
訪
れ
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ

う
小
町
通
り
を
散
策
し
た
。

防災体験学習施設・そなエリア東京にて
防災体験学習ツアーに参加

防災体験学習施設・そなエリア東京にて
災害へのそなえを学ぶ

劇団四季ミュージカル
「ライオンキング」を観賞

鎌倉大仏殿高徳院にて

　
令
和
4
年
11
月
11
日
、
農
家
を
営
ま

れ
て
い
た
古
い
空
き
家
を
利
用
し
、
加
工

場
兼
店
舗
と
し
て
小
松
市
吉
竹
町
に
、

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
専
門
店「
K
a
j
u 

R
e
：
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
現
在
、

ご
夫
婦
で
製
造
か
ら
営
業
、
販
売
ま
で
二

人
三
脚
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
モ
ノ
づ
く

り
が
趣
味
の
代
表
　
室
井
　
康
宏
さ
ん

が
内
装
や
看
板
な
ど
を
手
作
り
し
、
玄

関
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
温
か
み
の
あ

る
雰
囲
気
の
店
内
で
す
。

　
自
家
製
の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
全
て
生

の
果
物
か
ら
、
砂
糖
、
保
存
料
な
ど
添

加
物
を一切
使
用
せ
ず
店
内
で
加
工
し
て

い
ま
す
。
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
彩
り
を
目

で
楽
し
め
る
よ
う
、
中
身
を
確
認
出
来
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、
小
松
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
人
気

の
ギ
フ
ト
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
自
家
製

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
使
用
し
た
お
菓
子
や

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
無
添
加
自
家
製
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
美

味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
マ
ル
シ
ェ

な
ど
に
出
店
、
イ
ン
ス
タ
で
情
報
発
信
な

ど
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

か
い
あ
っ
て
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
92
歳

の
方
か
ら
小
学
生
ま
で
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー

ツ
が
好
き
な
方
が
来
店
さ
れ
る
そ
う
。

　「
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
、
素
材
そ
の
も

の
の
甘
み
、
香
り
、
風
味
を
大
切
に
、
彩

り
豊
か
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出

来
る
だ
け
地
元
や
国
産
果
物
を
使
用
し
、

必
ず
夫
婦
で
試
食
を
し
て
二
人
と
も
が
美

味
し
か
っ
た
個
体
だ
け
を
使
っ
て
い
ま
す
。

〝
こ
だ
わ
り
〞は
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。」と
室
井
さ
ん
は
語
る
。

　
今
後
は
、
事
業
的
に
は
三
方
よ
し
、
四

方
よ
し
を
目
指
し
、
無
花
果
、
柚
子
、

レ
モ
ン
、
玉
葱
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ト
マ
ト
や

そ
の
他
果
物
の
多
品
種
少
量
自
家
栽
培
で

安
心
し
て
食
べ
れ
る
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
作

り
に
も
挑
戦
し
て
い
く
そ
う
。

　
旬
の
果
物
を
使
用
し
て
い
る
た
め
時
期

に
よ
っ
て
商
品
が
変
わ
っ
て
い
く
の
も
楽

し
め
る
た
め
、
是
非一度
立
ち
寄
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

上 KajuRe: アソート
下 KajuRe: フルーツクッキー

●
イオンモール
新小松

●
ウェルシア小松

吉竹店

幸
八
幡
線

Kaju Re：
★

N

吉竹吉竹中吉竹東

清六町東

〒923-0921 小松市土居原町10-10 TEL（0761）21-8000
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